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        ちいきのなかま 

切れめない支援のネットワークづくりに取り組みます！ 

2018年2月3日産前からの切れめない支援ネットワーク会議（仮称）を開催 

 大好評をいただいた「赤ちゃんフェス」今年はひと休みします。かわりに2018年2

月にネットワーク会議（仮称）を開催、産前産後からの切れめない支援のために、

ネットワークの拡充に取り組む所存。みなさんのご協力をお願いいたします。 

 これまで5年間、積み重ねてきた「産前産後ケア」の学習会、地域の多様な職種の皆

さんとの連携が実り、2017年「産後ケア」が加筆された「ファミリーサポートセン

ター事業の仕様書」ができました。そして佐世保市子ども未来部で、今年4月から産

後ケアの窓口「ままんちさせぼ」が誕生しています。様々な事業との連携が必要で、

そのためには、私たちの仕事の質を向上させることも大事な課題です。 

 また、これまで多くの子育て中の方と出会い、支援も情報も本当に必要する方に届

いていない現状を見てきました。そう知った以上、ちいきのなかまは「おしゃべりお

ばさん」として情報発信も抜かりなく行いたいと思います。その素材としてお知らせ

したいのが、下記の一覧です。昨年度の赤ちゃんフェスでつながった団体さんを中心

に、作成した「民間の支援の一覧」です。産後から始まる子育て、母親のコンディ

ションの変化に添うこと、子どもの発達に添うことを意識してつくりました。母と赤

ちゃん、そして母子を支える家族のよりよいコミュニケーションのために支援が必要

であると考えて創り始めました。今後この一覧の充実をめざして地域資源を開拓しま

す。みなさんからも、ぜひ情報提供をお願いします。 

 このような取り組みを想像するだけでワクワクします。私たちにとって2017年は、後

から振り返ると転換の年だったね…ということにしたいなと、考えています。 



きょうだい支援講演会 報告 

 

 

 

きょうだいは透明人間じゃない！ 

 10月1日に開催した「きょうだい支援講演会」参加者は16名でした。うち当事者は3

名。講師としてお招きしたのは東京で20年、「きょうだい支援の会」を主宰してきた有

馬靖子さんです。有馬さん自身きょうだい当事者です。自身が感じた生きづらさが活動

の原点です。 

その有馬さんが講演で話されたことは… 

①きょうだいにはなぜ支援が必要か 

②きょうだいが持ちうる悩みとその対策 

③アメリカのシブショップのご紹介（DVD) 

④きょうだいの人間的成長の可能性 

⑤成人したきょうだいに対する支援   

 講演の後、今後のセルフヘルプ活動の布石にと当事者の情報交換を行うよう予定し、3

名の方と情報交換いたしました。 

これからは、セルフヘルプ活動の必要性を伝えることから始めます 

 多くの「きょうだい」たちは、自身の気持ちが抑圧されていることや大人たちの態度

や言葉に影響を受けていることに気づいていません。なんとなくの生きづらさを感じた

り、うつ病になりその影響に気づいたり。自分らしさを自覚できないまま成長すること

もあります。 

 親が障がいのあるきょうだいの子育てで精一杯で、健常のきょうだいに配慮できてい

ないことは特別な出来事ではありません。大抵、きょうだいたちは親を責めることはで

きないことを知っています。親が障がい受容ができないまま、いびつな家族関係となる

こともめずらしくはありません。時が経ち、心理的に距離のある家族関係で親が年老い

た時に、周囲、例えば相談支援の立場の方から「きょうだいがキーパーソン」と言われ

たとしたら、きょうだいはどう対応したらいいのでしょうか。また遠距離に暮らすきょ

うだいたちは、親ときょうだいのお世話の時間的、経済的負担を担う可能性もありま

す。そんなわけで情報提供も含めて「きょうだいに支援が必要」なのです。 

ちなみに私の場合は、ある日子ども時代の記憶がフラッシュバックしたことから、過

去の記憶が抜け落ちていることに気づきました。悲しい出来事の記憶を封印していたの

だと思います。自分の居場所がないと感じたり、自分が幸せを感じると同時に弟に対し

て罪悪感を持つことは常でした。きょうだい支援の書籍を読み、きょうだい支援の会に

参加して状況を理解して、受容することができました。 



セルフヘルプグループ活動で取り戻す自分 

子どもの頃から、封印した気持ちは、日常の様々な出来事の中で、名前のない感

情となって湧き上がってきます。自分のモノの考え方のクセのようなものが何に起

因するのか、なかなか自力で解明するのは困難なことです。私は、うつ病のとき、

また回復過程で再決断療法のカウンセリングを受けました。後々このようなカウン

セリングが効果的であったと思います。 

たまたまうつ病になったから、私は気づくことができ、いまはよかったな、と

思っています。通常はそう思い至れないことが多いと思います。障がい者の親は自

身の認知症の受容が困難な傾向にあると言われています。「障がい」は子どもに起

きたことで、自身の支援する立場を頑なに譲らない。きょうだいもそうなるかもし

れない。 

もっときょうだい支援やセルフヘルプの活動を広げていかないといけないなと

思っています。 

佐世保のきょうだい支援 

佐世保市でも、きょうだいに支援が必要と感じている方は多いのですが、継続し

ての支援活動は稀だと思います。 

 かつて市内のスポーツクラブで銃乱射事件がありました。事件の加害者は障がい

者の「きょうだい」でした。また最近、国内で2件、きょうだいによる障がい当事

者殺害の事件が起きました。ひとつひとつの家族にそれぞれ事件に至る事情があり

ます。 

 ちいきのなかまでは、きょうだい支援を会として実施していこうと考えていま

す。セルフヘルプグループでの会議だけではなく、独自の方法も模索して、きょう

だいには支援が必要であることを伝えていきたいと思っています。みなさんのお近

くに、またご縁ある方々のなかに「きょうだい」の方がいらしたら、ぜひこの活動

についてお知らせください。 

次回「きょうだい支援の会」のお知らせ 

日時：平成29年10月21日（土）14：00～16：00 

会場：佐世保市市民活動交流プラザ（予定） 

ゲスト（きょうだい当事者） 

お名前  徳岡 優子さん（明石市在住）3人兄弟で兄と妹が知的障害者（長崎県在住） 



新企画！イラストでみるちいきのなかま「○○のこ～んなかんじ」 

ちいきのなかまの周りで起こる出来事をイラストで紹介☆ 

産後の  こ～んなかんじ 

 産後は実家でゆっくり赤ちゃんとの時間を楽しもう♪なんて思っていると
実際は夫に気をつかい、両親にも気をつかい、新生児と格闘し「とんでもな
～い」現実だった方は多いのではないでしょうか？ 

 私も一子目の出産後里帰りした時は実家が何となく居心地が悪く、「私の
家ではなくなったのだな。」と実感しました。 

 今は実家の両親も働いていたり、高齢になっているという理由などで里帰
りをせず、産後すぐから夫婦のみでの子育てをスタートする家庭も増えてい
ます。産後の養生を十分に出来ている家庭はどれくらいあるのでしょうか？ 

様々な境遇の産後のママが体も心もゆっくり休みつつ、ママの1歩目を踏み
出せる社会になることが私たちの願いです。 

                             スタッフＹ 



 佐世保市戸尾町のNPO交流プラザのあり方やプラザ祭りの今後について検討が進めら

れています。市のNPO施策についてはとても大事なことだと受けとめています。私たち

は当会としての見解を通信で会員の皆さんにお示しし、今後、もし発言する機会があれ

ば、発信いたします。 

これまでのざっとした経過～情報共有のために 

 平成17年 佐世保市市民協働推進指針策定が行われ、同年「佐世保市における市民協

働のあり方」が示されました。その後計画の見直しが行われました。現在第三期の検討

をしていることを市のHPで確認。楽しい協働ハンドブックを現在作成中のようです。 

 市民活動交流プラザは、会議室やフリースペース（作業スペース・PC・大版プリン

ターなど）印刷室、情報発信機能、貸事務所、メールボックスなどを備えています。本

来は中間支援組織が常駐することが理想ですが、担える組織がなく、直営でのスター

ト。その後一時期中間支援の詳しい人材を確保していましたが、その後退職されまし

た。中間支援は豊かな情報と知識、技術、ネットワークが必要な分野で、業務に専門性

が必要です。担える人材はそういないし、個人で担えることでもないです。 

ちいきのなかまと市民協働 

 これまで、当会が必要とした支援メニューは印刷機と貸し会議室利用でしたので、プ

ラザ運営についての情報を持っていません。本当はもっと関心を寄せるべきNPO支援に

は少し距離を置いて今に至っています。 

 実は、かつて私たちも協働事業を目指して佐世保市に働きかけをした時期がありま

す。国の「新しい公共」事業の提案の前後、市にいくつかの事業提案をしました。地域

をリサーチし、書類を作り、協議の席にも座り、行政からの意見に対して訂正を繰り返

し、協働を実現したいと努力しました。しかし、なにひとつ成果は生み出せなかった、

だけでなく、こんな不当な扱いがあるのか…という対応にも合いました。そして働きか

けを辞めました。協働は片思いのまま、手痛い失恋で幕を閉じたまま時が過ぎました。 

 委託事業でファミサポを運営している立場で、担当課とは定期的な会議を持ち、円滑

な運営のための意見や情報交換をきちんと行っています。委託は「協働」ではないです

が、ほかのファミサポさんからは担当課との連携について高く評価されています。 

 平成24年「ママフェスタ」昨年度の「赤ちゃんフェス」などほかの組織との連携は、

結果として成果を上げています。 

市民活動支援と協働について 

 活動は楽しくないと続かない、と言われます。私もそう言います。ただ私が言う「楽

しい」は「苦しい水面下の努力した成果」として「楽しい」であることがほとんどで

す。なぜ協働が必要か…それは今の時代、様々な分野で多様化が進み、限られた行政の

仕事だけで課題解決することが不可能になったからです。一方、なんでも行政任せで、

住民が何もしないで済むほど、日本は豊かな国ではなくなりました。合意形成過程の異

なる人や組織が協働するのは至難の業、そこには通訳できる中間支援が必要だと思いま

す。ただ、まだ佐世保市では前提の認識が行政、市民相互に出来ていないかもしれませ

ん。だから行政の仕事は環境整備だと私たちは考えています。  守永 惠 

佐世保市NPO交流プラザはじめ支援について   

          ～ちいきのなかまとしての見解～ 



添え乳って 

だめでしょうか？ 

支援の質を向上させていくために 

 家族支援の考え方をシェア   

ある日の子育て支援の現場でのお尋ねです。 

みなさんなら、どう答えますか？  

 子どもさんは5ヶ月…初めてのお子さんです。40歳を過ぎて出産したこのお子さん

についてお母さんは「最初で最後の子育てになると思います…」と言われていまし

た。出産が遅かったので気軽に相談できる同世代のご友人がいない。ネットで調べ

たら、添え乳の癖をつけると虫歯になりやすい…ということが書いてあり、それは

困った…ということで先ほどのご質問をされたのでした。 

 母乳や母乳をめぐる考え方は多様です。されど母乳…将来の親子のコミュニケー

ションにも影響しそうな事柄、と私たちは受けとめます。なので、カンタンにはお

答えできないと判断します。私たちがよく行う対応は「事例を示す」ということで

す。 

 私たちは、医療的なまたは心理領域の、そして発達の専門家ではない立場です。

さまざまな事例をご紹介して、相談者が自分にできそうな方法を見出す手助けをす

る、という感じです。幸い、私たちには過去からの事例がたくさんあります。こと

あるごとに調査したデータもあります。その情報を必要な人に提供していくこと

は、支援の一環だと思います。 

 暮らしや子育ての知恵は、その昔は共同体のなかで文化として親世代から子世代

に伝達できました。今は共同体は崩壊状態、多世代同居家族は激減しています。そ

の中で家族に添う支援、子育ての手助けの折々にごく自然に知恵が伝わっていく…

そんな支援を実現したいと考えています。そのために人材育成は重要です。 

 支援者のに対して、感覚的なことではなく、ごく具体的に要点を伝えることが有

効です。今回は、要点整理を試みたいと思います。さまざまな方法があると思いま

す。今回の整理は、社会福祉分野での「バイスティックの7つの原則」を参考にして

います。支援の質の向上のために、みなさんからのご提案もお待ちしております。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別化～子育て家族の状況の独自性

を認め理解すること 

 家族ひとりひとり、家族そのもの

が多様な個性をお持ちです。家族の

歴史、文化が子育てを形作り、子ど

もに影響しています。その家族の独

自の考え方や方針に添う支援であり

たいと考えます。 

 

大切にしている考え方 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかの人の意見に従いたくなる人が多いで

す。自己決定も練習が必要ですね。 

 

 

 

 

さまざまなノウハウやルールをいつも仲間たちと話し合いながら作っています。そのプロセスもまた大

事なことだと思っています。まずは事務所の風通しも大事ですね。現場の問題が地下に潜らないよう

に。みなさんとともに知恵を出し合って行くことを続けて行きたいです。 

 

支援者は 

自分の感情を自覚して吟味する 

まず、事実を冷静に把握すること

です。親の行動や判断を善意にも

悪意にも解釈しないということ。

私たちが感情的であると相手の判

断に影響してしまう可能性がある

からです。 

ありのまま、まず受けとめる 

受容とは相手の歴史、個性、生き方を

理解しようとすること。支援の現場で

は親の要望に応えられない場合があり

ます。その場合も相手を理解し、共感

しながら支援の限界への理解を促し、

相互にできることをすりあわせていけ

る関係の構築が望ましい形です。 

非審判的態度～相談者を一方的に非難

しない 

「何が問題か」ということについて、

立場によってその理解は異なります。

SNSの登場によって支援する側される

側のジェネレーションギャップの著し

さを日々実感します。問題とされる態

度にも実は理由がある…現場では先輩

世代の豊かな想像力に期待します。 

自己決定の原則～相談者の自己決定を促して尊重する 

選択肢を示して自己決定をうながしていく。家族が自分なりの価値観や

子育ての軸を形成することを支援できればと考えます。人は日々直面す

る出来事に対して小さな判断を積み重ねて成長していくもの、家族も同

じです。私たちの強みは、これまでの多くの家族との出会い。核家族で

のワンオペ育児、人と人をつなげる、経験を伝えることで自己決定を応

援したい。 

秘密の保持 

個人の秘密は守られるべきも

のです。一方、子育て困難な

時代での支援は連携なしには

成立しません。まだまだ知名

度が高くない私たち、地域の

各機関と信頼関係構築に努め

ています。 

感情表現を大切にする 

親や子どもが表現する感情を、まず受

けとめます。ごく幼い子どもの場合は

泣くことを受けとめます。私たちの見

立てと異なる感情であっても相談者の

感じていることの立場にたつこと。相

談者が感じたままを表現できる環境を

準備することもまた大事です。 

子育て支援はソーシャル

ワーク的ですね 



●これからベントや講座の予定● 
よろしければ予定に書き加えていただければ幸い。 
イベントには有料・無料、託児の有無などあります。 
事前にお問い合わせください。 

 
 
後 記 
 きょうだい支援の講演会は来年も実施しようと決めました。依存症や家族関係
の困難が増加している「今」セルフヘルプグループの運営のお話もお聞きしたい
と思います。ひとつはじめると、また違う世界が見えてきて、仕事の幅が広がり
ます。 
NPO法人ちいきのなかま  

         入会・会員（正・賛助）会員継続のご案内 
         正会員：総会議決権あり 入会金\1,000 年会費￥6,000 

         賛助会員：総会議決権なし 年会費￥3,000 

         主な特典：各種事業会員特別料金にてご優待 

      

    連絡先  NPO法人ちいきのなかま 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
〒857—0022長崎県佐世保市山手町9-19 

携帯 090-9498-3608                                                                                                                                                                                                                    
E-mail:chiikinonakama@basil.ocn.ne.jp 

HP:http://chiikinonakama.boo.jp/ 

イベント名 日時 会場 内容 

ぼちぼちヨガ教室 
10月16日・30日
（月） 
14:00～15:00 

ボランティ
ア研修室 

定期開催 
参加費￥500 
会員外￥800 

ファミサポ全国交流集会 
（マネープラン） 

 
10月5日（木） 
 

大阪市  

ファミサポ会員交流会 10月12日（木） 
清水地区 
公民館 

 

おもちゃ図書館 
10月17日（火） 
10:00～12:00 

ファミサポ
事務所 

定期開催 

参加費無料 

お産体験をシェア 
10月19日（木） 
 

カフェ  

きょうだい支援の会 
10月21日（土） 
14:00～16:00 

人数次第  


